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　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和５年度から新規に設定した目標については、令和２年度～４年度の目標の記載は不要です。

目　　標
栽培面積 目標

（担い手面積率） 実績

具体的要件

取組の
確認方法

成果等の
確認方法

助成対象作物の作付けを行う者に対し作付面積に応じて助成

〇対象者
　・出荷販売を目的として、助成対象作物の作付けを行う担い手
〇対象水田
　・水田活用の直接支払交付金の対象水田であって、当該年度に主食用米が作付けされていない
　　水田
〇取組の要件
　・村にて認定された、認定農業者、集落営農組織、農地所有適格法人、人・農地プランの中心経
　　営体に位置付けられる農業者であることが確認できること
　・出荷、販売を目的とし、地域振興作物５品目（トマト・生姜・ピーマン・イチゴ・オクラ）（基幹作物）
　　を作付けすること
〇その他
　・通常の肥培管理が行われていること

〇対象者
　・村にて認定された認定農業者、集落営農組織、農地所有適格法人、人・農地プランの中心経営体
　　に位置付けられる農業者であることを村記帳の台帳等で確認
〇対象水田
　・水田台帳や現地確認により確認
〇取組の要件、その他
　・現地確認や助成を受けようとする作物に係る出荷、販売を証明する書類等
　・必要があれば作業日誌等

・交付対象者面積の集計、比較
・対象作物面積の担い手面積率の集計

整理番号１と重複可

11.1ｈａ 10.8ｈａ 10.8ｈａ －

（84％） （83％） （83％） －

― 11.5ｈａ 11.5ｈａ 10.8ｈａ

― （83％） （83％） （83％）

トマト・生姜・ピーマン・イチゴ・オクラ（基幹作物）

１０，０００円／１０ａ（上限：１０，０００円／１０ａ）

　当地域では、農業者の高齢化、後継者不足等により、栽培面積の減少に繋がっている現状である。
今後、水田・栽培面積の維持拡大を目指す為には、農地集積等を行い担い手に農地を移行する取り
組みを行わなければいけない。しかしながら、農地賃貸料等経費の負担等が原因で、面積の拡大に繋
がっていない現状である。規模拡大による収益の増に加えて、農地の集約による作業の効率化により
コストの削減を目指す。

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

産地交付金の活用方法の明細（個票）
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担い手加算


